
平成２３年度 第９号（２月） 

第１号では、減災のすすめとして、備蓄

の重要性を学びました。 

青葉区ガイドマップは震災時のバ

イブルじゃ。わが家では２部もらっ

て居間に裏表にして貼ってある。

そんなことよりポイントは、「家に

留まれる場合」「家に居れない場

合」、ま た「自 助」「共 助」「公 助」

という区分があり、それぞれに行

動の基本があるということを学ん

だはずじゃ。常に見返してほしい。 

東日本大震災後の昨年５月から８回にわたり、中部自治会防災ニュースをお届

けしてきましたが、最終回の第９号は今までのエッセンスをまとめてみました。 

第２号では、地震発生からの行動の基

本を学びました。 

 区役所や自治会館に置いてあります 

第３号では、横浜市が出している被害

想定について勉強しました。 

１年間お届けした防災ニュースは、中部自治会のホームページにあります。ホー

ムページには自治会のニュースや情報がありますので、是非ご覧ください。 

何？右表はニュースには載って無

かった？・・・お主、出来るなっ！ 

第４号は、いっとき避難場所についてく

わしく確認しましたね。 

１年間かけてみんなで決めた場所

じゃな。まず最低限全員が自分の

いっとき避難場所と地域防災拠

点、広域避難場所は知っていて、

実際行ってみることが必要じゃ。そ

のうえで、震災時など緊急時には

ご近所どうし助け合うことが絶対

必要じゃ。これは地域の「絆」づく

りのためにも不可欠な事じゃ。 

第５号は、地域防災拠点について勉強しま

した。 

地域防災拠点の設備や備品について

概要を案内した。皆さんも美中や美小

での訓練の案内があったら是非参加し

て欲しい。百聞は一見に如かずじゃ。 

それに家族間の安否確認の方法につ

いても紹介した。この地域の皆さんは

もう安否確認で戸惑うことはなくなっ

たハズじゃ(^o^)。 

第６号は、初期消火と消火器、初期消火箱

と消火栓について教えてもらいました。 

皆さんの家にある消火器の扱い方はも

う大丈夫なはずじゃな。 

この地区で初期消火箱がある３か所

も、もうご存知じゃな。また家の近くの

消火栓も確認してもらえたかな。 

広域災害時は消防車も出払っている。

皆さんが消火器と初期消火箱を扱える

ようになると、この地区から大きな火

災を出さないで済むはずじゃ。 

第７号は、非常持出袋でしたね。 

第７号の裏面でいっとき避難訓練のア

ンケートが紹介されておった。この中

では「隣近所との顔合わせ」が一番の

成果という声が多かったようじゃの。 

第８号は、備蓄についてでしたね。 

まさしく「備えあれば憂いなし」。また

中部の防災訓練の様子が紹介されて

いたが、何度も言うがこのような機会

に は 是 非 み ん な で 参 加 し た い も の

じゃ。 



さて、今回の震災に関して多くのアンケート結果が出ているので、参考としていくつか紹介してお

こう。最初は横浜市がおこなった市民意識調査で、１８区で約２２００人の回答があったそうだ。横

浜市では幸い最大震度５で済み大きな被害も無かったようじゃ。市民が被害と受けとめたのは、

やはり交通・通信・電気といった生活インフラ面のものが多かったようじゃな。 

次は青葉区がおこなった意識調査の結果で、青葉区民１６００人が回答したそうじゃ。これでも不安

なのは、通信や生活インフラそして帰宅困難。次に減災備蓄、建物の耐震対策などじゃな。 

次は青葉区の区民会議という団体がおこなった1000人のアンケート結果。みなさんの中にも回

答者が居ると聞いた。これは「自助」で、震災前どんな対策をしていたか、また震災後新たにどん

な対策をするつもりかという結果じゃ。備蓄、非常持ち出し袋、転倒落下防止、安否確認が多い。 
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日ごろの対策と今後の取り組み

震災前 震災後

下のアンケートは震災２週間後のインターネットアンケートで、回答者は秋田・山形の方、及び関東

地方（茨城を除く）の方。生活での困りごとは、水・食料・ガソリン・電池・紙など「生活必需品の不

足」と、電気・水道・ガス・輸送・交通・商店などの「ライフインフラのストップ」に尽きるようじゃ。 

最後の機会に私見ではあるが改めてこの地域の対策について述べてみたい。当地域は、津波・建物

の広範囲な倒壊・原子力災害・山崩れ・河川氾濫・液状化などの災害が起こる要因が極めて小さい地

域である。唯一心配なのが建物の倒壊と広範囲の火災が起きる可能性であろう。従って対策は、電

気・水道・ガス・交通網などライフラインの長期ストップや流通網のストップに対応する自助・共助に

関する対策が中心となるじゃろう。そうした予測のもとたてた減災心構え６カ条を下に書いたみた。 

１．大震度に耐える家にしよう。家の倒壊は命にかかわります！ 

２．頭より上に物を置かないようしよう。家財で怪我をしないように！ 

３．必ず隣家・近所に声かけをして、お互いの安否を確認しよう。 

４．家族との連絡方法は、常に確認しておこう。 

５．最低２週間、電気・ガス・水道・商店が無い生活ができるように！ 

６．困っている人を助けよう。（知人・親戚を受け入れられるように） 

私は左の６項目のうち２項目し

か出来てませんが、これからも

いっとき避難訓練などに参加

しながら、徐々に進めていきま

す。鉄じいさん、１年間ありがと

うございました。 

震災前に対策済みの方が濃い

線、震災後新たに家族で安否確

認方法を決めた方が薄い線、結

果現在66.5%の方が対策済みです 

東北地方（秋田・山形）で困っている事 上位１０件 関東地方（茨城除く）で困っている事 上位１０件 


